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◎大学スポーツ合宿誘致ＰＲ活動における大学生アンケート分析 <12月 15日現在＞ 

 

 

○概要 

・京阪神の大学のクラブに「スポーツ合宿についてのアンケート」（ｐ８）を実施、３４７

件の回答を得た。 

・毎年の合宿地が決まっているクラブとそうでないクラブはほぼ同数。 

・決まっていないクラブの合宿地決定方法で最も多いのは「旅行代理店」、その際に優先す

るのは「費用」や「競技施設」。 

・中丹地域の関心度について、半数近くが「関心をもった」と回答。 

・中丹地域における今後の合宿を検討する可能性について、約１／３が５０％以上と回答。 

 

 

○詳細 

今回の大学生アンケート調査は、これからの中丹地域にスポーツ合宿を積極的に誘致する上で準備す

べき必要なことを整理するために行っております。そのためには、できるだけ多くの信頼できる情報が

求められますので、現在は中丹地域の代表として、京阪神の主な大学と大学生との信頼関係を構築する

ところから始めております。全面的・部分的に協力していただける大学やクラブ、今回は協力していた

だけない大学やクラブなどありますが、利用する現役大学クラブの声が現時点で３４７件（配布数７７

５件、回収率４４．８％）集まりましたので、これからの大学スポーツ合宿誘致準備資料としてご活用

ください。 

毎年の合宿地が「決まっていない」は１８９件（５４％）あり、「決まっている」は１５８件（４６％）

とほぼ同数の割合になっており、誘致活動できる対象の大学スポーツクラブが存在していることがわか

る。 

 １８９件の「決まっていない」クラブの合宿地決定方法の１位「旅行代理店」は６９件（３１％）あ

り、学生やクラブのことを知っている特定の代理店に毎年依頼していることが伺える。「インターネット」

は２位の４５件（２０％）で、学生自ら候補地を探している様子がわかる。「指導者」「友人・知人」は、

２９件（１３％）２８件（１３％）あり、学生にとって身近な存在の方からの口コミを重視している傾

向が見える。 

 合宿地を決める時の優先事項は、「費用」が２３０件（２７％）で１位、２位は「競技施設」２０３件

（２４％）となっており、大学生の台所事情が、競技クラブの練習事情に影響を大きく与えていること

がわかる。また、３位の「宿泊施設」は１４７件（１７％）あり、宿泊施設の食事や部屋などのサービ

ス面、費用面等に関心が高くなっている一方、交通アクセス１０２件（１２％）、地域９５件（１１％）

は４位、５位になっている。 

ガイドブックを通した中丹地域の関心度は、「関心をもった」が１４７件（４２％）あり、最も多くな

っているが、１１３件（３３％）は「あまり関心がない」、５８件（１７％）は「特になし」が全体の半

数に及ぶという厳しい結果になっている。 
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 また、中丹地域における今後の合宿の検討の可能性は、２５％と０％を併せると２０７件（６０％）

にものぼり、こちらも厳しい結果となっている反面、５０％以上は１２１件（３５％）あるため、新た

に誘致できる対象が存在しており、アプローチ次第では結果に繋がる可能性がある。 

 現時点の結果として、大学スポーツ合宿の誘致に取り組む対象が多数存在していることがわかった。

しかし、この対象が中丹地域に関心を持ち続けてもらうためには、新たな取り組みを早急に行わないと

いけないし、他地域に関心を奪われるかもしれない。そのためには、合宿誘致で先行する他都市の施設

運営や宿泊業者の取り組みを学びながら、大きな枠組みで中丹地域の独自色(魅力)を決定、実行する必要

がある。実行趣旨に沿った活動を地域全体で各々が一歩ずつ前向きに取り組み、少しずつ情報発信し続

けていく必要がある。 

 

 以 上  


